
               

 

平成23年3月11日に発生した東日本大震災は、地

震・津波に加え原子力発電所の事故により、未曾有の

被害をもたらしました。被災された皆様方に改めて心

からお悔やみとお見舞いを申し上げますとともに一日

も早い復旧復興をお祈り申し上げます。 
さて、今回の災害により、私たちは自然の脅威を改

めて実感するとともに、原子力発電所事故の影響によ

る厳しい電力需給に対応するため、あらゆる場面で節

電に取り組み、節電意識の向上とともに、これまでのライフスタイルやワー

クスタイルを見直し、エネルギー問題、ひいては地球環境問題について再認

識することになりました。 
本市におきましても、環境と産業の共生をさらに進め、環境を一つの軸とし

た地域経済の好循環を創り出すため、「尼崎版グリーンニューディール」政策

の検討を進めるなど、コンパクトで持続可能なまちの実現に取り組んでいま

す。 
また、昨年 3 月には、温室効果ガスの削減を目指す「第 2 次尼崎市地球温
暖化対策地域推進計画」及び、ごみの減量化・資源化を目指す「一般廃棄物

処理基本計画」を策定いたしました。今後は、これらの計画を着実に進める

ための事業を実施してまいります。 
より良い尼崎市を次世代の子どもたちに引き継いでいくため、今後とも市民

の皆様と力を合わせ、全力で取り組んでまいりたいと考えております。 
本書は、平成22年度における尼崎市の環境の現状と、これに対する諸施策

を中心に年次報告としてまとめたものです。環境問題についてのご理解を深

め、皆さまの積極的な環境保全活動の一助となれば幸いです。 
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